
令和６年度版「かながわの学びの充実・改善のために」の概要 
令和６年度全国学力・学習状況調査 神奈川県公立小・中学校調査結果の分析･活用資料より抜粋 

 

１ かながわの学びの充実・改善のための重点事項 
 
１ 子どもたちの学びに対する意欲の向上（p.15～）  

○ 「各教科の勉強が好き」「先生が自分のよいところを認めてくれている」「自分と違う意見に

ついて考えるのは楽しい」と回答している児童・生徒ほど、各教科の調査問題の平均正答率がそ

れぞれ高い傾向が見られます。 

 

○ 児童・生徒のよい点や努力を積極的に認めるとともに、多様な意見を認め合えるような授業づ

くりや学級づくりに取り組んでいくことが重要です。 
 

 

２ 自分の考えを文章等で表現する力の向上（p.19～） 

○ 自分の考えを文章等で書く問題の正答率は、他の問題と比較して低い傾向にあり、特に中学校

では無解答率が高い傾向にあります。 

また、解答類型※ごとに見ると、理由や根拠を基に、自分の考えを分かりやすく書き表すこと

に「つまずき（課題）」がある様子が見られます。 

 

○ 自分の考えを文章等で表現するには、書く材料を集めたり、考えを形成したり、構成を考えた

りする必要があります。児童・生徒がその過程のどこでつまずいているのかを把握し、授業を行

うことが重要です。 

 

 
 

３ 授業改善の推進（p.23～） 

○ 課題解決に向けて自分から考えたり、他者との話し合い等を通じて考えの深まりや新しい考え

方への気付きを実感したりしている児童・生徒ほど、各教科の正答率が高い傾向が見られます。 

○ 授業等での ICT の活用頻度は年々高まっています。また、ICT 活用の効力感に関して肯定的に

回答した児童・生徒ほど各教科の正答率が高い傾向が見られます。 

○ 主体的・対話的で深い学びに取り組んだ児童・生徒は、家庭の社会経済的背景 SES（Socio-

Economic Status）が低い状況にあっても、各教科の平均正答率が高い傾向が見られます。 

 

○ 各学校は、日々の教育活動の一層の充実を目指し、主体的・対話的で深い学びの視点からの授

業改善に引き続き取り組んでいくことが重要です。 

 

４ 地域・家庭と学校が連携・協働した教育活動の推進（p.29～） 

○ 教育活動に必要な人的・物的資源を、地域等の外部の資源を含めて活用しながら指導計画を作

成している学校の割合が、徐々にコロナ禍以前の状況に戻りつつあります。 

○ 地域や社会への貢献に関する質問に、肯定的に回答している児童・生徒の割合は、昨年度より

高まっている一方、小学生に比べて中学生の割合が低い傾向が見られます。 

 

○ 各学校は、地域や家庭と連携しながら、児童・生徒が地域や社会に関わろうとする（社会参画）

意識を育む指導計画や教育課程を編成・実施していくことが重要です。 

 

※解答類型…各問題についての正答、予想される解答などの解答状況を分類し整理したもの。他校種、他教科でも同様に、解答類型の反応率を見ることで、どこで 

つまずいているのかを把握する一助とすることができる。 

 



 

２ 今回、新たに資料へ盛り込んだ特徴的な分析結果 
 
 ○ 平日の携帯電話やスマートフォンの使用時間が長い児童・生徒ほど、各教科の平均正答率が低い

傾向が見られます。（p.33） 

 ○ こうしたことを踏まえて、各学校で印刷して保護者等にそのまま配布できるよう、次のとおり、

リーフレット形式にまとめる工夫をしました。（p.34～35） 

 

 

 


